
　

「
必
ず
邑む

ら

に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の

人
な
か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
」
と
⾼
ら
か
に
国

民
皆
学
が
謳
わ
れ
た
の
は
、
明
治
５
年
の
学
制

発
布
だ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
紆
余
曲
折
の
中
で

兎
に
も
角
に
も
殖
産
興
業
・
富
国
強
兵
の
路
線

が
貫
か
れ
、
矢
継
ぎ
早
な
近
代
化
の
時
代
は
進

行
す
る
。
や
が
て
日
清
戦
争
の
後
、
諸
外
国
に

認
め
ら
れ
始
め
た
頃
の
同
32
年
、
実
業
学
校
令

が
施
行
さ
れ
る
。
名
実
共
に
近
代
国
家
と
な
る

過
程
で
得
た
実
利
と
し
て
、
産
業
界
が
発
展
期

に
入
り
、
そ
の
人
材
養
成
が
急
務
と
な
っ
た
社

会
変
化
だ
と
⾒
る
こ
と
が
出
来
る
。

【
東
宇
和
郡
立
農
蚕
学
校
】

　

南
予
に
お
い
て
は
、
明
治
41
年
5
月
に
農
蚕

学
校
が
創
立
を
み
る
。
3
年
前
の
郡
農
会
で
建

議
さ
れ
、
宇
和
と
野
村
で
立
地
争
い
が
あ
っ
た

も
の
の
待
望
の
開
校
で
あ
っ
た
。
こ
の
設
立
に

尽
力
し
た
人
物
が
末
光
績い

さ
お

、
地
元
の
中
町
出
身

に
し
て
札
幌
農
学
校
の
卒
業
生
。
彼
は
ク
ラ
ー

ク
博
士
の
門
下
で
あ
っ
た
尾
⾒
五
郎
を
招
聘
、

初
代
校
長
と
し
、
教
師
陣
も
同
校
出
身
者
を
中

心
に
学
校
運
営
の
基
礎
と
し
た
。
こ
う
し
た
教

師
側
の
人
格
は
周
辺
で
も
群
を
抜
き
、
農
業

系
学
校
に
不
可
欠
な
実
習
地
も
教
師
や
生
徒
⾃

ら
が
汗
し
て
造
成
さ
れ
た
。
ク
ラ
ー
ク
精
神
の

“
紳
士
た
れ
”
“
⾃
由
教
育
”
を
柱
に
、
人
間

形
成
と
地
域
開
発
の
充
実
し
た
教
育
が
実
践
さ

れ
て
い
っ
た
。
現
在
の
県
立
宇
和
⾼
等
学
校
の

正
門
を
入
る
と
、
⼤
正
2
年
に
建
つ
「
剛
健
の

碑
」
が
あ
り
、
当
時
培
わ
れ
た
そ
の
伝
統
を
物

語
る
。
特
に
宇
和
郷
の
養
蚕
業
は
地
域
を
豊
か

に
し
、
そ
う
し
た
南
予
一
円
の
底
上
げ
は
、
⼤

正
初
期
に
愛
媛
が
西
日
本
一
の
養
蚕
県
と
な
る

事
に
も
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
同
７
年
に
は

県
立
宇
和
農
業
学
校
と
改
称
。

　

輩
出
し
た
人
材
に
は
、
同
11
年
に
四
国
で
最

初
の
メ
ー
デ
ー
を
実
施
し
た
日
吉
村
の
旧
庄

屋
で
戦
後
社
会
党
代
議
士
と
な
っ
た
井
谷
正

吉
（
第
4
回
生
）
が
居
て
、
そ
の
回
想
に
よ
れ

ば
、
2
年
生
時
に
護
憲
運
動
の
尾
崎
行
雄
が
来

校
し
、
講
堂
で
そ
の
講
演
を
聴
い
て
い
る
。
第

8
回
卒
業
生
に
は
菅
原
傳つ

た
え

が
お
り
、
末
光
績
校

長
（
三
代
目
）
の
薫
陶
を
受
け
た
も
の
か
、
日

本
体
育
専
門
学
校
（
後
の
日
体
⼤
）
の
設
立
に

参
画
、
戦
後
は
郷
里
に
戻
り
、
魚
肉
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
ス
モ
ー
ク
ミ
ー
ト
開
発
（
昭
和
25
年
西
南

開
発
設
立
）
や
、
後
に
開
明
学
校
保
存
に
つ
な

が
る
（
社
）
宇
和
郷
土
文
化
保
存
会
の
設
立

（
昭
和
48
年
）
な
ど
、
八
面
六
臂
の
活
躍
を
⾒

せ
る
。

【
私
立
（
伊
方
）
実
践
農
業
学
校
】

　

⼤
正
３
年
４
月
、

実
業
家
佐
々
木
長
治

に
よ
っ
て
伊
方
村

（
当
時
）
湊
浦
に
実

践
農
業
学
校
が
発
足

す
る
。
氏
は
銅
鉱
山

経
営
の
か
た
わ
ら
、

西
南
銀
行
の
創
設
、

豊
後
電
気
鉄
道
の
設

立
に
も
関
わ
る
立
志

伝
中
の
人
物
で
、
地
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域
の
発
展
は
人
材
育
成
に
有
り
、
と
前
年
に
私

財
を
投
じ
「
佐
々
木
愛
郷
會
」
を
発
会
し
て
の

開
校
で
あ
っ
た
。
初
代
校
長
に
小
島
喜
作
農
学

博
士
を
置
き
、
彼
も
ま
た
札
幌
農
学
校
ク
ラ
ー

ク
門
下
だ
っ
た
。
現
在
の
伊
方
中
学
校
中
庭
に

は
、
佐
々
木
の
功
績
を
称
え
る
記
念
公
園
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
碑
が
並
ぶ
。
中

で
も
校
長
小
島
喜
作
の
揮
毫
に
な
る
「
土
を
愛

せ
よ
」
は
、
師
を
慕
う
卒
業
生
に
よ
っ
て
昭
和

４
年
に
建
立
、
こ
の
学
校
の
発
足
理
念
が
垣
間

⾒
ら
れ
る
。
そ
れ
は
農
学
校
と
し
て
の
土
へ
の

概
念
で
あ
る
と
同
時
に
、
佐
々
木
の
志
向
す
る

郷
土
愛
を
育
成
す
る
事
に
通
じ
る
。

　

全
国
に
お
い
て
も
、
⼤
正
８
年
に
は
農
業
学

校
が
3
0
0
校
を
数
え
、
実
業
学
校
令
の
改
正

に
伴
う
学
科
制
度
の
規
定
に
よ
っ
て
翌
々
年
に

は
「
農
業
・
養
蚕
・
園
芸
・
畜
産
・
林
業
」
の

５
学
科
が
整
う
事
に
な
る
。
⼤
き
く
⾒
れ
ば
、

や
っ
と
近
代
農
業
に
お
け
る
人
材
育
成
の
基
盤

が
整
い
、
こ
の
頃
の
日
本
は
国
家
が
農
本
主
義

に
基
づ
き
運
営
さ
れ
て
い
た
事
も
分
か
る
。
や

が
て
こ
の
学
校
は
昭
和
19
年
に
伊
方
農
業
学
校

と
改
称
に
な
り
、
戦
後
23
年
に
川
之
石
⾼
校
園

芸
科
に
引
き
継
が
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

【
上
須
戒
青
年
学
校
明
玄
農
士
道
場
】

　

こ
の
建
物
が
解

体
さ
れ
た
の
は
平

成
20
年
の
事
だ
っ

た
。
長
ら
く
⼤
洲

少
年
⾃
然
の
家
と

し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
は

少
し
特
異
な
形
の

印
象
深
い
建
物

だ
っ
た
。
赤
瓦
の

入
母
屋
屋
根
が
そ
の

妻
側
を
正
面
に
堂
々

と
建
ち
、
し
か
も
そ

こ
に
は
禅
宗
寺
院
に

⾒
ら
れ
る
よ
う
な
火

灯
窓
が
一
つ
。
昭
和

13
年
に
建
て
ら
れ
た

上
須
戒
青
年
学
校
、

そ
の
名
も
明
玄
農
士

道
場
。
そ
の
名
か
ら

し
て
あ
り
き
た
り
な

学
校
で
は
な
さ
そ
う

だ
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
発
起
は
村
長
梶
谷
永
五

郎
を
リ
ー
ダ
ー
に
昭
和
10
年
に
開
墾
鍬
入
れ
、

６
町
歩
の
原
野
に
挑
む
、
と
あ
る
。
補
助
金
に

頼
ら
ず
、
村
の
⾃
主
財
源
と
村
民
奉
仕
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
“
汝
の
郷
土
を

開
発
す
る
者
は
汝
⾃
ら
な
り
”
。
つ
ま
り
は
農

の
サ
ム
ラ
イ
を
育
成
す
る
道
場
と
い
う
訳
で
あ

る
。
生
糸
の
暴
落
に
よ
る
村
の
疲
弊
が
背
景
に

あ
り
、
時
代
相
と
も
あ
い
ま
っ
て
ド
ン
底
か
ら

立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
精
神
面
に
注
力
し
た
学

校
創
始
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
養
蚕
業
で
栄
え

た
⼤
洲
盆
地
の
外
れ
、
山
間
立
地
の
こ
の
村

で
、
⾃
主
独
立
の
気
風
が
養
わ
れ
た
。
中
江
藤

樹
の
陽
明
学
が
底
流
に
あ
っ
た
か
と
思
え
る
明

玄
は
、
ま
さ
に
「
く
ら
き
を
明
ら
か
に
す
る
」

と
い
う
意
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
時
代
背
景

の
右
傾
化
と
は
う
ら
は
ら
に
、
建
築
を
⾒
る
限

り
そ
こ
に
は
洋
風
の
明
る
さ
も
醸
さ
れ
、
厳
し

い
中
に
も
希
望
の
あ
る
教
育
環
境
だ
っ
た
事
を

想
起
さ
せ
る
。

　

こ
れ
ら
三
校
の
事
例
か
ら
言
え
る
の
は
、現
代

の
偏
差
値
教
育
で
は
な
い
何
か
が
そ
こ
に
は
あ

り
、実
業
を
通
じ
て
社
会
貢
献
す
べ
き
人
材
を
育

て
る
意
図
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。そ
し
て
そ
れ
を

成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
熱
い
故
郷
愛
が
、そ
れ
ら

を
企
図
し
た
人
々
に
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
。そ

の
清
々
し
さ
が
今
も
胸
を
熱
く
す
る
。

校長小島喜作による揮毫「土を
愛せよ」の碑
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